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4500m）、フランス国立海洋開発研究所 IFREMER のノチール（同 6000 ｍ）、ロシア
のミール２隻（同 6000m）が運用されている。我が国の「しんかい 6500」は、1990 年
６月の初潜航以来、世界最深の潜航能力を活かしてさまざまな成果をあげてきており、
2007 年３月には通算 1000 回の潜航を達成している。
　米国では初代潜水船アルビンが 1964 年に進水して以来、4000 回以上の潜航を行っ
ており、2005 年 10 月より、代替の新有人潜水船（最大潜航深度 6500m）の建造が開






















































































































 情報通信分野 TOPICS Information & Communication
　極微小領域に、光を長く、かつ強く閉じ込めることを可能とするナノスケールの光共振器は、光を蓄えた
り、光と物質との相互作用を増大させるといった機能をもち、次世代の光科学の進展にとって重要な役割を
果たすと考えられている。2007 年 8 月、京都大学と（独）科学技術振興機構は、フォトニック結晶を用いて、
ナノスケールでの世界最高の光閉じ込め効率をもつ光共振器を実現させた。ナノスケールの光共振器開発は
世界的に行われているが、今回、２次元スラブ構造と呼ばれるフォトニック結晶に基づく光共振器の特性向









































































































































水溶液を、3 ～ 15nm の孔径分布を有するナノ多
孔質シリコン薄膜でろ過したところ、BSA をほぼ
完全に分離できた。また、この薄膜の蛍光色素の























注 ２　BSA：Bovine Serum Albumin（ 分 子 量 67K、
分子径 6.8nm）
参　考
















































































































ルギーは数 GeV から数 TeV 程度の範囲で、エネ
ルギーの大きさ毎にどれくらい存在するかがこれ
までの研究からわかっている。













　田中研究員らは、2006 年 8 月から 10 月まで浅















































































 社会基盤分野 TOPICS Infrastructure


































































 竹内　寛爾 野村　稔 
情報通信ユニット



























































































Services and R&D,Software Products、
Hardware領域全てを含む産業。本稿
ではIT産業とほぼ同意とする。
■ 用 語 説 明 ■
















































































































図表１　インド IT 産業の市場規模と対 GDP 比の推移（*2007 年度は推定値）
※ ハードウェアを含む。各 Phase は図表２に対応。
出典 : 参考文献 3）を基に科学技術動向研究センターにて作成
年代 発展段階 業務形態 主な業務場所 備考
1985-1995 Phase I 欧米企業の下請け オンサイト 低コストが魅力
1995-2000 Phase II 下請けから開発業務へ オンサイト
品質、 生産性も認知され
る
2000-2005 Phase III セキュリティの高い開発も オフショア
セキュリティの高さも認知
される


























































































































米 IBM 2006 ～ 2009 年に 60 億ドル
米 Microsoft 2005 ～ 2009 年に 17 億ドル
米 Cisco 2006 ～ 2009 年に 11 億ドル
米 Intel 10 億ドルの投資 ( インドベンチャーファンドへの投資 2.5 億ドルを含む )
独 SAP 2000 万ユーロ
米 Dell 2006-2009 年に 3000 万ドル
独 BOSCH 今後 3 年間に 2 億ドル
米 Boeing 整備関連施設に 1 億ドル、 シミュレータ等の訓練支援設備に 8500 万ドル以上









■ 用 語 説 明 ■









































































































































































































































出典 : 参考文献 15）を基に科学技術動向研究センターにて作成
（a） セグメント別シェア （売上高 11 億ドル） （b） 輸出比率
注３ インド・ソフトウェア・サー
ビス企業協会(National Association of 
Software and Service Companies)。
1,100社以上のメンバー企業(うち250
社は海外企業)からなる業界団体。
■ 用 語 説 明 ■
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究 機 関 を 結 ぶ ”Biotechnology 

















































































































IISc Bangalore 構造バイオインフォマティクス、 分子設計など。
Jawaharlal Nehru UNIV. New Delhi
ゲノミクス。 計算機バイオロジーおよびバイオイ
ンフォマティクス分野の工学修士、 計算機バイ
オロジーの PhD プログラムを用意。 物理、 数学
など異分野のポスドクトレーニングコースがある。




UNIV. of Pune Pune
計算生物学およびゲノミクス。
計算機、 通信インフラが充実。 ２大データバンク
AVIS、 VIRGEN を開発 ・ 設置。
ノ ・ タンパク質
　　の解析




































































 for Bioinformatics &
 Computational Biology）

























の 学 位 を 授 与 す る college を
高等教育機関に分類している。






出典 : 参考文献 26）を基に科学技術動向研究センターにて作成
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college 卒業者のわずか 10% 程
度に留まると報告されている 28）。
このまま何の対策もとらなけれ
ば、2010 年 に は IT-BPO 関 係













る NASSCOM は、IT 分 野 に お
いてアカデミアが供給する人材
と産業界が期待する人材像の














































経 営 大 学 院（IIM）、20 の イ ン
ド情報技術大学（IIIT）に加え、












人 材 開 発 省 と イ ン ド・ ソ フ ト
図表 10　IT オフショア候補先における専門知識を有する人材割合 (2005)
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ＩＴを基盤としたインドの産業発展と知識型社会を目指した人材育成の動き
に５校を設立する予定である。












































（3）基盤層（BoP： Base of the 
Pyramid ）の人材育成






NASSCOM’s Asses smen t 
Competence）を 実 施。 昨 年、

























































図表 11　インド人材開発省と NASSCOM による人材育成
　　　　 （The Pyramid Approach）
出典 : 参考文献 31）を基に科学技術動向研究センターにて作成


















































































































































































ト 教 授（ 元 駐 日 イ ン ド 大 使 ）、
杉 本 有 司 助 手、 拓 殖 大 学 国 際
学部 小島眞教授、インフォシ
ス テクノロジーズ社 人事部門
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も の で あ る。1990 年 に 就 航、
1991 年に調査潜航を開始してか
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画委員会（Committee on Future 




































3  米国における有人潜水船の開発動向 ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
図表２　世界の主な深海有人潜水船
船名 Alv in Naut i le M ir1&2 しんかい 6500
（保有国） （アメリカ） （フランス） （ロシア） （日本）
最大潜航深度 [m] 4,500 6,000 6,000 6,500
可潜航海域 [%] 62% 98％ 98％ 99％
潜航数／年 180 100 － 115 不定期（低） 60
研究者／乗員 ２／１ １／２ 総員３ １／２
海底活動時間 [hr] ４～５ ５ 10 ～ 15 ４
ペイロード [ ㎏ ] ＊ 680 200 250 150
球殻内容積 I [m3] 4.07 4.84 4.84 4.19
観測方向 横／下 前／中央 前／中央 横／下















































注２ 深海科学（Deep Submergence Science）：本レポートでは、
有人潜水船や無人探査機などにより深海および海底を潜航調査して得られる
知見に基づいて構築される科学、と定義されている。
■ 用 語 説 明 ■
































































































































































































































　Woods Hole Oceanographic Institute　HP より、2007 年 5 月 7 日版
新 Alv in 現 Alv in
深度（可潜域） 6500 ｍ（99％） 4500 ｍ（63％）
寸法（ L * B * D ） ND（現 Alv in 以下） 7.3*2.6*3.7 ｍ
重　量 18 ton 17 ton
球殻材料 Ti 6 AI 4 V － EL I Ti 621/0.8 Mo
球殻内径 / 容積 2.10 ｍ /4.84 ｍ３ 1.98 ｍ /4.07 ｍ３
窓　数 ５ ３
乗員数 操縦者１、科学者２ 操縦者１、科学者２
潜航活動時間 10.5 H 約９H
推進装置 前後・垂直２、水平２ 前後・垂直２、水平１
速力（前後） ３kt ２kt
速力（上下） 44 m/min 30 m/min
トリム角 ± 15。 ± 7.5。
ペイロード 181 kg 125 kg
位置制御 自動位置・方位制御 手動＆方位制御
電池容量 約 115 kWh 35 kWh
下降・上昇方法 海水バラスト 鉄ドロップウェイト

















































降上昇速度は 15 度で毎分 30 ｍ、
25 度で毎分約 45 ｍと試算され
ている。毎分 45 ｍの速度であれ





































































































































































































おり、建造費は 1.8 億元（約 30 億
円）とされている。その性能は以
図表５　米国の代替有人潜水船の建造スケジュール（2006 年 9 月 25 日版）
参考文献 15) を基に科学技術動向研究センターにて作成
4  中国における有人潜水船の開発動向 ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　













































































■ 用 語 説 明 ■
中国 7000 しんかい 6500
潜航深度 [m] 7000 6500
観測者／乗員 ２／１ １／２
全長 [m] 8.2 9.5
全高 [m] 3.4 3.2
全幅 [m] 3.0 2.7
空中重量 [ton] 25.0 25.8
球殻材料 チタン合金 チタン合金




生命維持 [H] 84 128
最大速度 [kt] 2.5 2.5
ペイロード [kg] 220 200
電池
種類 酸化銀－亜鉛 リチウムイオン
容量 [kWh] 110.0 86.4
海中作業 [H] 6 4
図表７　中国 7000 ｍ有人潜水船の基本仕様
図表６　中国 7000m 有人潜水船の模型
北京日報、2007 年１月 31 日より転載




































































































































































































































































































1989 年 ８ 月 総合海上試運転にて潜航深度 6,527m を記録 
1991 年 ５ 月 調査潜航開始（日本海奥尻海嶺、2,727m） 
1991 年 ７ 月 三陸沖日本海溝にて世界最深（6,384m）の冷水湧出生物群集を発見
三陸沖日本海溝の海側斜面にて新種の好圧菌を発見（6,500m）
三陸沖日本海溝にてプレートの裂け目を発見（6,270m）




1992 年 ６ 月 琉球海溝にて新種の好圧菌を発見（5,118m）
2003 年に新種好圧菌のゲノム解析が終了、発見に伴なう論文は多数
1992 年 10 月 伊豆・小笠原の鳥島沖にて鯨骨生物群集を発見（4,037m）
1992 年 11 月 マリアナトラフ熱水活動域にてアルビンガイ撮影（3,604~3,630m）











1997 年 ６ 月 三陸沖日本海溝にて多毛類生物を発見（6,360m）
７～ ９ 月 東大平洋海膨にて海底長期観測（リッジフラックス計画）








2001 年 12 月
～ 02 年 ２ 月
南西インド洋海嶺およびインド洋中央海嶺の潜航調査
2002 年 ７ 月 ハワイ諸島周辺の海底火山調査潜航
2002 年 10 月 インドネシアジャワ島南西沖調査潜航
2003 年 11 月 通算 800 回の潜航達成
2004 年 ５ 月 沖縄トラフにて堆積物中に液体 CO2 プールを発見（1,370~1,385m）




2005 年 ７ 月 通算 900 回の潜航達成
2005 年 12 月 相模湾にて深海生物を生きたまま捕獲（1,215m）




2007 年 ３ 月 通算 1000 回の潜航達成
図表８「しんかい 6500」による主な成果
参考文献 20) に基づいて科学技術動向研究センターにて作成





















































































































































































































































































2) 　研究報告！深海 1500 メートルで
の理科実験、Newton2007 年 7 月





無人か？」、2004 年 1 月 16 日
http://www.jamstec.go. jp/
6  おわりに ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　










フロンティア分野、2006 年 3 月
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に関する研究開発計画、2006 年
6 月 6 日
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Veh i c l e s  i n  Ba s i c  Oc e an 




究開発機構、2007 年 3 月












小学館、1993 年 8 月
13)  (社) 日本深海技術協会、「世界の深
海調査技術開発の現状と今後の展
開に関する調査・分析」報告書、
2005 年 2 月
14) Barrie Walden and Robert Brown, 
A Replacement for the Alvin 
Submersible, MTS Journal , 
Vol.38, No.2, Summer 2004
15) Designing a Deeper-Diving 







2007 年 3 号、2007 年 7 月 1 日












20)  (独) 海洋研究開発機構のプレスリ























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4  消防防災科学技術の重点化の方向性 ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
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研究推進委員会 （仮名） 総合調査委員会 （仮名）
連携 ・ 協力
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科 学 技 術 動 向 2 0 0 7 年 ９ 月
ＩＴを基盤としたインドの産業発展と
知識型社会を目指した人材育成の動き  ‥
海外における深海有人潜水船の
開発動向と我が国の進むべき道  ‥‥‥‥
消防防災に関する科学技術動向
―消防防災領域での
　　　イノベーションを目指して―  ‥‥‥‥
情報通信分野 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　
　ナノスケールで世界最高の光閉じ込め効率をもつ光共振器を実現
環境分野 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　
　イオンビームを用いた大気浄化能を高めた育種に成功
ナノテク・材料分野 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　
　ナノ結晶化を応用した多孔質シリコン分離膜の特性向上
社会基盤分野 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　
　宇宙線ミューオンによる火山体内部の透視イメージング
　ボスポラス海峡横断トンネルの世界最深度での函体水圧接合
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